
令和７年度 主要事業計画 

 

 

 学園の建学の精神のもと、各学校の理念・目標を踏まえた教育研究を強力に推

進する。 

 令和７年度においては、改正私立学校法の施行を踏まえた健全な学園運営と

内部統制システムの整備を図る。また、最終年度となる第３次中期計画を着実に

推進し、教育研究の一層の充実とガバナンスの強化を図るとともに、次期（第４

次）中期計画を策定する。特に、大学においては導入２年目となる新カリキュラ

ムを実施するとともに、短期大学においては教育の一層の充実を図るほか、高等

学校においては知・徳・体の育成を図る教育活動を着実に実施する。さらに、老

朽化した施設・設備の改善等、学生・生徒に対する学修環境の充実を図る。 

 

 重点的に進める事項は、以下のとおり。 

(1) 内部統制システムの基本方針を踏まえ、学園の健全かつ効率的な運営に

努める。 

(2) 大学及び短期大学の教学マネジメントによる教育改革を推進するほか、

ＩＣＴを活用した教育や学生支援の強化を図る。 

(3) 教職員の『行動規範』の徹底と教育研究活動の充実を図る。 

(4) 卒業生にとって魅力ある学園づくりを含めた学園のブランド強化を図る。 

(5) 老朽施設・設備の改修等を計画的に実施する。 

(6) 愛知県中小企業家同友会や瑞穂区との連携協力を推進し、全学的に地域・

社会貢献の取組みを強化する。 

 

Ⅰ 各学校における令和８年度入学学生・生徒の確保等 

 令和７年度入学の学生・生徒数 

学  校  名 
学則入学定員 

第３年次 

編入学定員 

令和 7 年度 令 8 年度 令和 7 年度  令和 8 年度 

愛 知 み ず ほ 大 学 大 学 院  15 人  15 人   

愛 知 み ず ほ 大 学 130 人 130 人 10 人 10 人 

愛 知 み ず ほ 短 期 大 学 120 人 120 人   

愛知みずほ大学瑞穂 高等学校 480 人 480 人   

計 745 人 745 人 10 人 10 人 

 

(1) 戦略的な広報及び学生・生徒募集活動を行い、定員の確保を図る。 



(2) 従来の広報及び募集活動等を分析し、入学者選抜方法を含めて工夫・改善

を図る。 

 

Ⅱ 全校的共通事項 

(1) 第３次中期計画の着実な実施 

(2) 高大連携の促進及び高等学校と大学・短期大学間の教育連携の充実 

(3) 各学校における経費の適正執行 

(4) 三連動地震（東海・東南海・南海連動型地震）対策の強化 

(5) オープンアカデミー等地域貢献活動の実施 

 

Ⅲ 各学校の取組事項 

 １．高等学校 

(1) 探究的な学習の推進 

(2) 生徒募集活動における向上策の実施 

(3) 進路実績の向上に向けた取組みの充実 

(4) 愛知みずほ大学及び愛知みずほ短期大学との高大連携の充実 

(5) ＩＣＴの効果的な活用 

(6) 生徒把握と迅速な対応 

(7) 保護者への情報発信の充実とＰＴＡ、同窓会及び地域との連携 

 

 ２．大学・短期大学 

(1) 教学改革 

① ３ポリシーの点検・評価とその具現化 

    【大学】 

         ・新カリキュラムの実効性を保証する体制づくり（卒業論文、卒業制  

     作に向けて） 

         ・全科目アクティブラーニング、全科目フィードバッグによる質保証 

    【短期大学】 

     ・３ポリシーのＰＤＣＡによる検証結果のカリキュラムへの反映 

② 教育方法の改善 

    【大学・短期大学共通（以下「共通」）】 

     ・ノート PCの活用によるＩＣＴ教育の推進 

     ・アセスメントポリシーの点検・検証 

(2) 研究力強化 

① 学園紀要構成の点検・評価 

    【共通】 



     ・紀要の点検・評価と教員の研究活動の啓発 

② 学生の探究力向上策の実施・点検 

        【共通】 

     ・研究倫理教育の充実 

     ・教員の外部研究費獲得のための情報提供及び支援 

    【短期大学】 

     ・学生の探究心の達成目標の点検 

(3) 就職支援 

    ○ 就職支援体制の充実 

    【共通】 

     ・健康関連企業の新規開拓 

     ・資格等の専門を活かした就職率 100％ 

      ・企業の求める人材の把握（アンケートと外部評価）と教育課程への  

      反映 

(4) キャリア教育 

    ○ 正課外教育の体系化 

    【共通】 

     ・社会人基礎力向上に向けての検討 

     ・「ＰＲＯＧ」結果の活用 

(5) 入学定員の確保 

① 個別選抜の適正化 

    【共通】 

     ・入学選抜区分と卒業時ＧＰＡとの相関性の検討と評価 

     ・令和７年度版オープンキャンパスの実施・評価 

     ・学生広報スタッフの教育及び実践活動の充実推進 

(6) 魅力ある学園づくり 

   ○ 卒業生と在校生の相互支援 

    【共通】 

     ・新企画の検討及びアンケートによる検証 

(7) 産学官連携による学生のための実践教育 

   ○ 共同企画による学生の社会における実践力の向上 

    【共通】 

     ・外部評価体制の改善 

(8) 評価のフィードバック 

   ○ 各種アンケート結果の確実な反映 

    【共通】 

     ・令和７年度に適するアンケート内容の見直しと実施及び評価、分析、 

      報告 

(9) 地域貢献・社会貢献 

    ○ 「健」に基づく活動による地域・社会への貢献 



    【共通】     

     ・第２回オープンアカデミーの実施 

     ・教育・研究資源の提供 

 (10) 高大連携 

    ○ 大学・短期大学教育の公開、出前授業の充実 

    【共通】 

     ・継続企画の充実 

 (11) 教職課程 

    ○ 自己点検評価に基づく改善 

 

 ３．大学院 

   大学院における研究倫理教育及びコンプライアンス教育の充実 

 

Ⅳ 教育研究施設・設備等の充実 

(1) 高等学校本校舎グラウンド改修 

(2) 高等学校東体育館トレーニングルーム等エアコン設置・改修 

(3) 老朽施設・設備等の改修等対策の策定 


